
 

様式C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年６月１０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：当初から掲げてきたように公的工事資料の特性、公的工事役所の特性、江戸

東京の公的工事システムの特性など大きく 3つのテーマをもとに個別に複数の小テーマを設定
しつつそれぞれについて研究を進めるとともに各年度において後掲のような成果を得てきた。

そのほか期間内に未発表のもの、あるいは発表を予定しているものについては今後へ向けて準

備を進めている。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,000,000 0 1,000,000 
２００７年度 1,000,000 0 1,000,000 
２００８年度 600,000 180,000 780,000 
年度    
年度    

総 計 2,600,000 180,000 2,780,000 
 
研究分野：建築史 
科研費の分科・細目：工学、建築学、建築史・意匠 
キーワード：日本、建築、土木、都市、建設、産業、工事、資料、役所、システム 
 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：2006～2008  

課題番号：１８７６０４７９ 

研究課題名（和文） 日本の公的工事資料・役所・システムの史的研究 

 

研究課題名（英文） HISTORICAL RESEARCH ON PUBLIC WORKS ARCHIVES,OFFICES AND SYSTEMS 

IN JAPAN 

研究代表者 

 氏 名（アルファベット）  藤尾直史（FUJIO TADASHI） 

 所属機関・所属部局名・職名 東京大学・総合研究博物館・助教 

 研究者番号         70334290 



 

 

１．研究開始当初の背景 
日本の建設産業は有数の巨大産業ではある

もののさまざまな問題へ直面していること

はよく知られているとおりである。そのよう

な建設産業について「日本の都市の建設請負

業に関する社会史的研究」（平成 12―13年度
日本学術振興会特別研究員奨励費）、「前近代

及び近代日本の建設史料・産業構造の研究」

（平成 14―16 年度科学研究費補助金若手研
究（B））を通して歴史的な観点から研究を進
めてきた。以上のような背景のもと開始した

のが本研究である。 
 
２．研究の目的 
日本の建設産業の将来的なあり方を考える

うえで歴史的知見がそのまま役立つとは限

らない。むしろ将来的には全く新しい何かが

見出される可能性があるが、それらの意義の

検証にあたっては結局のところ歴史的知見

が不可欠であることからそれらの開拓ある

いは拡充ということを目的とするのが本研

究である。 
 
３．研究の方法 
一般的な歴史研究の方法による。 
 
４．研究成果 
当初から掲げてきたように公的工事資料の

特性、公的工事役所の特性、江戸東京の公的

工事システムの特性など大きく 3つのテーマ
をもとに個別に複数の小テーマを設定しつ

つそれぞれについて研究を進めるとともに

各年度において後掲のような成果を得てき

た。 
さまざまな機会の積極的な活用を図りつつ

関連テーマも含めて複数のテーマについて

新たな資料の所在を確認し、まとまったもの

については次年度以降へ向けて内容の確認

を進め、所在状況もあって内容の確認ができ

なかったものについては次年度以降へ向け

て確認の準備を進め、すでに内容の確認を終

えているものについては同じく次年度以降

へ向けて発表の準備を進めてきた。 
初年度の帝国大学図書館と理科大学博物学

教室について既発表の論考を補完展開する

形で再論する機会を得た。町触については過

去にも各所において断片的には論じてはき

たが、あらためてまとまった形で論ずる機会

を得るとともに、その限界についても確認す

ることとなった。水戸藩小石川屋敷について

は過去にも 2度へわたって口頭発表の機会を
得てきたが、それらを踏まえる形であらため

て発掘調査報告書の一環として発表する機

会を得ることとなった。 
2 年目の江戸の上水について過去にも複数回
へわたって成果公表を行っているが、それら

を補完しつつもそれらとは異なったものと

なっておりとくにその後新たに得た知見に

ついて論じたものである。入札についてもや

はり過去に複数回へわたって成果公表を行

っているがこれもやはり過去のものを補完

しつつそれらとは異なったものとなってお

りとくにその後新たに得た知見について論

じたものである。人体と機械については過去

に異なった文脈で成果公表を行ったものを

踏まえつつその後新たに得た知見を加えた

ものとなっている。 
3 年目の工費基準については過去に複数回へ
わたって成果発表を行っているが過去のも

のを補完しつつそれらとは異なったものと

なっておりとくにその後新たに得た知見に

ついて論じたものである。分業を中心とする

工事体制についてもやはり過去に複数回へ

わたって成果発表を行っているがこれもや

はり過去のものを補完しつつそれらとは異

なったものとなっておりとくにその後新た



 

 

に得た知見について論じたものである。機械

工学模型については過去に異なった文脈で

成果発表を行ったものを踏まえつつその後

新たに得た知見を加えたものとなっている。 
そのほか期間内に未発表のもの、あるいは発

表を予定しているものについては今後へ向

けて準備を進めている。 
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